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特 集

〈
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
動
機
は
？
〉

・
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
田
ん
ぼ
を
巨
大
な
キ
ャ
ン
バ

ス
に
見
立
て
、
色
の
異
な
る
稲
（
古
代
米
の
早
生

７
種
類
程
度
）
を
使
っ
て
、
巨
大
な
絵
や
文
字
を

作
り
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
１
９
９
３
年
に

青
森
県
南
津
軽
郡
田
舎
館
村
の
村
お
こ
し
（
地
域

市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
特
集
ペ
ー
ジ
で
す
。

今
回
は
、
田
ん
ぼ
を
巨
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
立
て
、

色
の
異
な
る
稲
を
使
い
巨
大
な
絵
や
文
字
を
作
り
出
す

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
対
す
る
想
い
を
実
行
委
員
会
の
皆
さ

ま
に
聴
き
ま
し
た
。

活
性
化
事
業
の
１
つ
）
と
し
て
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
共
鳴
を
受
け
た
稲

荷
部
の
池
田
正
さ
ん
が
起
こ
し
た
「
い
な
か
ん
べ

村
」
で
知
人
や
Ｊ
Ａ
婦
人
部
、
観
光
協
会
な
ど
か

ら
有
志
を
募
り
、
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
菊
川
市

の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
始
ま
り
で
す
。
本
年
で
15
回

目
を
数
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
以
降
に
な
る

と
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
全
国
に
広
ま
り
、
全
国
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
が
毎
年
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

〈
実
行
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
す
か
？
〉

・
実
行
委
員
会
会
長
で
あ
る
池
田
さ
ん
を
筆
頭
に
、

地
元
有
志
約
10
名
と
菊
川
市
観
光
協
会
、
協
賛
団

体
と
し
て
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
菊
川
中
央
支
店
や
菊
川

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
夢
咲
内
田
営
農
教
室

な
ど
約
30
名
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
誰
で
も
会
員

に
な
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

15
周
年
の
記
念
誌
の
発
刊
に
向
け
、
作
成
や
編
集

作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
記
念
誌
の
発
刊
は
？
〉

・
実
行
委
員
会
設
立
の
経
緯
や
地
域
活
性
化
を
目
指

し
た
活
動
の
歴
史
、
市
政
15
周
年
に
合
わ
せ
て
開

催
し
た「
全
国
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
㏌
菊
川
」

な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
菊
川
市
の
観
光

資
源
と
し
て
成
長
を
遂
げ
た
15
年
間
の
活
動
の
軌

跡
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
農
業

の
活
性
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

鑑
賞
者
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
拡
大
に
繋
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

本
年
15
回
目
を
迎
え
る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ま
に
聴
き
ま
し
た

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で

�

「
地
域
農
業
の
振
興
と
活
性
化
を
図
り
観
光
の
１
つ
の
要
素
」と
し
た
い

田んぼアート観賞用展望やぐら

2008年「富士山と飛行機」
初回に作成した田んぼアート
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〈
事
業
運
営
の
財
源
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？
〉

・
や
ぐ
ら
鑑
賞
の
入
場
料
（
２
０
０
円
）
と
菊
川
市

１
％
交
付
金
事
業
（
地
域
支
援
課
）
や
稲
荷
部
環

境
自
然
保
全
ク
ラ
ブ
の
「
美
し
く
品
格
の
あ
る
邑

づ
く
り
」
か
ら
の
支
援
が
あ
り
、
財
源
の
苦
し
い

中
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
活
動
し
て

い
ま
す
。

〈
ア
ー
ト
作
品
の
テ
ー
マ
決
め
は
？
〉

・
菊
川
市
に
関
係
あ
る
話
題
や
出
来
事
、
近
年
の
社

会
情
勢
に
関
連
し
た
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
モ

チ
ー
フ
（
題
材
）
を
決
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
モ
チ
ー
フ
は
、
静
岡
空
港
や
き
く
の
ん
、
竜
馬
、

き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
著
作
権
の
使
用
に
関
し
て
は
、

Ｊ
Ａ
の
「
家
の
光
協
会
」
や
菊
川
市
茶
業
協
会
に

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
活
動
の
流
れ

冬
場　

�

テ
ー
マ
の
選
定
や
３
次
元
キ
ャ
ド
技
術
を

利
用
し
た
図
面
の
作
成

　
　
　
種
籾
（
古
代
米
）
の
注
文

４
月
20
日
頃　
種
蒔
き

５
月
上
旬
（
田
植
え
の
一
週
間
前
）

　
代
掻
き
…
田
に
水
を
入
れ
な
ら
す
作
業

　
棒
立
作
業
の
測
量
（
１
日
15
人
３
日
程
度
）

５
月
15
日
頃

　

�

田
植
え
作
業
（
子
ど
も
達
を
交
え
て
地
域
や
有

志
の
皆
さ
ん
が
協
力
）

　

 

（
随
時　
補
植
作
業
）

６
月
15
日
頃　
や
ぐ
ら
鑑
賞
開
始

７
月
15
日
頃　
田
植
え
後
２
か
月
程
度
で
見
頃

９
月　
　
　
　
収
穫
祭
（
稲
刈
り
）

・
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
使
用
す
る
古
代
米
の
籾
に
つ
い

て
は
、
青
森
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
青
森
県
田

舎
館
村
よ
り
購
入
し
て
お
り
、
１
キ
ロ
８
０
０
０

円
で
す
。
ま
た
、
前
年
度
の
残
り
や
収
穫
し
た
籾

を
使
用
す
る
と
色
が
あ
せ
、
ボ
ケ
て
し
ま
う
た
め

残
り
等
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
種
蒔
き
は
、
４
月
の
中
旬
に
実
行
委
員
会
の
会
員

で
行
い
、
発
芽
か
ら
苗
の
育
成
ま
で
は
Ｊ
Ａ
の
育

苗
セ
ン
タ
ー
に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

〈
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
子
ど
も
達
や
参
加
者
の
反
応

は
？
〉

・
田
植
え
に
は
、
子
ど
も
を
始
め
多
く
の
方
に
参
加

し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
洗
浄
や
シ
ャ
ワ
ー
の
設
備
が
必
要
と
な

り
水
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

・
鑑
賞
会
へ
の
来
場
者
は
、
地
元
菊
川
市
や
近
隣
の

掛
川
市
の
方
に
多
く
来
場
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
後
は
特
に
集
中
し

て
多
く
な
り
ま
す
。

・
５
月
中
旬
の
田
植
え
時
に
は
、
袋
井
市
の
「
と
り

た
て
食
楽
部
（
ク
ラ
ブ
）」
の
皆
さ
ま
（
約
40
名
）

が
、
バ
ス
を
準
備
し
親
子
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

【感想】�静岡の友人の勧めもあり、朝５時に出発
しバイクで厚木から来ました。やぐらの
上からの見学はとても良かったです。

絵柄を遠近測量によるポイントに従い田植え
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〈
市
内
の
子
ど
も
達
と
の
関
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
？
〉

・
地
元
の
内
田
小
学
校
５
年
生
は
、
総
合
学
習
の
食

育
活
動
で
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
と
は
別
に
田
植
え
を

経
験
し
て
い
ま
す
。
早
苗
の
植
え
方
や
育
て
方
・

稲
の
種
類
な
ど
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
と
は
色
々
な
違

い
が
あ
る
と
い
う
事
が
、
子
ど
も
達
の
疑
問
や
関

心
と
な
っ
て
お
り
、
研
修
を
兼
ね
た
見
学
会
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
今
後
は
、
教
育
委
員
会
を
通
し
て
市
内
小
学
校
の

田
植
え
や
稲
刈
り
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
本
年
度
新
た
な
試
み

と
し
て
、
市
内
の
小
学
生
に
対
し
て
見
学
会
の
無

料
招
待
券
を
配
布
し
ま
し
た
。

〈「
全
国
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
㏌
菊
川
」
を
開
催

し
て
感
じ
た
こ
と
は
？
〉

・
全
国
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
26
団
体
、
約
５
０
０
名
が

参
加
し
て
、文
化
会
館
ア
エ
ル
で
全
国
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会
後
に
は

現
場
見
学
会
や
懇
親
会
を
開
催
し
、
最
後
に
次
期

開
催
地
の
紹
介
及
び
再
会
を
誓
い
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
苦
労

話
や
お
国
自
慢
な
ど
情
報
交
換
に
花
が
咲
き
、
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〈
15
年
間
継
続
の
秘
訣
は
？
〉

・
鑑
賞
会
来
場
者
等
か
ら
「
次
回
は
、
ど
ん
な
テ
ー

マ
で
何
を
や
る
の
？
」
と
い
う
期
待
の
声
が
多
く
、

期
待
に
応
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
活
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

・
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
が
完
了
し
た
時
の
達
成
感
は

何
物
に
も
代
え
が
た
い
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん

や
各
団
体
・
有
志
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
の
継
続
で
す
。

〈「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
菊
川
」
を
一
言
で
言
う
と
？
ま
た
、

実
行
委
員
長
の
大
役
を
長
く
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

出
身
は
九
州
と
伺
っ
て
い
る
。
会
長
に
と
っ
て
菊
川

市
と
は
？
〉

・「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
菊
川
」を
一
言
で
言
う
と
、「
地
域

農
業
の
振
興
と
活
性
化
を
図
り
観
光
の
一
つ
の
要

素
と
し
て
大
き
く
し
た
も
の
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
菊
川
市
は
、
緑
が
多
く
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
良
い

所
で
す
。

〈
今
後
も
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
続
け
る
た
め
の
課
題
は
？
〉

・
高
齢
化
に
伴
い
事
業
の
継
続
や
後
継
者
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
地
元
有
志
や
Ｊ
Ａ
等
の
支
援
団
体
、

菊
川
市
を
巻
き
込
ん
で
の
「
新
た
な
組
織
の
立
ち

上
げ
」
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

・
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
会
場
選
定
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

圃
場
（
田
ん
ぼ
）
の
場
所
や
規
模
、
駐
車
場
の
確

保
、
水
道
や
電
気
設
備
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
活
動
を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
こ

と
や
苦
労
し
た
こ
と
は
？
〉

・
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
事
は
、
多
く
の
方
が
見
学

に
訪
れ
て
く
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会
え
た

事
で
す
。

・
苦
労
し
た
事
は
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
鑑
賞
で
き
る
、

適
し
た
圃
場
が
な
く
苦
労
し
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取材の協力を頂いた　　　　　　
田んぼアート実行委員会の皆さま
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概要

６
月
定
例
会

会
期　
26
日
間　
令
和
４
年
５
月
30
日
～
６
月
24
日

議案
番号 議案名

結　
果

東　
　
和
子

須
藤　
有
紀

渡
辺　
　
修

渥
美　
嘉
樹

坪
井　
仲
治

織
部
ひ
と
み

小
林　
博
文

横
山　
陽
仁

織
部　
光
男

西
下　
敦
基

赤
堀　
　
博

鈴
木　
直
博

倉
部　
光
世

山
下　
　
修

内
田　
　
隆

横
山　
隆
一

松
本　
正
幸

請願
4-2

新たな廃棄物処理施設整備に
関する請願書

不
採
択
× × × × × × × × 〇 × × × × × × ○ －

※○…賛成　　×…反対　　欠…欠席　　※議長（松本正幸）は採決に加わらない。
すべての議案名および審議結果は菊川市議会ホームページをご覧いただくか、議会事務局へお問い合わせください。

賛否が分かれた議案一覧表

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
市
道
赤
土
高
橋
線
に
お
い
て
、

工
事
費
を
増
額
し
た
が
、
市
の
施

工
部
分
は
今
年
度
開
通
さ
れ
る
の

か
。ま
た
、具
体
的
な
工
事
内
容
は
。

高
橋
地
区
で
事
業
着
手
し
て

い
る
０
・
７
キ
ロ
区
間
内
で
地
権

者
と
の
用
地
契
約
が
合
意
に
至
っ

た
た
め
、
工
事
費
を
増
額
し
事
業

進
捗
を
図
る
。
今
年
度
中
の
工
事

完
了
は
難
し
く
開
通
に
は
至
ら
な

い
が
、
１
日
も
早
い
供
用
開
始
を

目
指
し
て
い
く
。
具
体
的
な
工
事

内
容
は
、
伐
採
工
事
８
４
６
１
平

米
と
切
土
工
事
１
万
５
０
０
０
立

　
令
和
４
年
度
の
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
当
初
予
算
に
過
不
足
が
生

じ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
理
由
を
確
認
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

米
を
計
画
し
て
お
り
、
伐
採
工
事

と
並
行
し
て
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
の
４
回
目
接
種
の

予
定
人
数
と
期
間
は
。

４
回
目
接
種
は
重
症
化
予
防

が
目
的
と
な
っ
て
お
り
、
対
象
者

は
、
３
回
目
接
種
完
了
後
５
ヵ
月

以
上
経
過
し
た
４
回
目
接
種
を
希

望
さ
れ
る
60
歳
以
上
の
方
、
ま
た

18
歳
以
上
59
歳
以
下
で
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方
、
そ
の
他
重
症
化
リ

ス
ク
が
高
い
と
医
師
が
認
め
る
方

で
約
１
万
７
０
０
０
人
を
見
込
ん

で
い
る
。
接
種
期
間
は
、
９
月
30

日
金
曜
日
ま
で
で
あ
る
。

審 査
ピックアップ
議　案
第29号

菊
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

報 告
3件

諮 問
2件

議 案
10件

請 願
1件

審
査
に
お
い
て

こ
ん
な
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
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健
康
増
進
事
業
費
に
つ
い
て
、

食
糧
支
援
の
実
績
と
今
後
の
見
込

み
は
。事

業
開
始
か
ら
本
年
度
５
月

末
ま
で
に
食
糧
支
援
は
３
１
１
世

帯
５
０
２
人
分
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
の
貸
出
し
は
56
世
帯
に

行
っ
た
。
う
ち
、
本
年
度
分
は
食

糧
支
援
82
世
帯
１
３
３
人
分
、メ
ー

タ
ー
の
貸
出
し
は
16
世
帯
で
あ
る
。

今
後
の
見
込
み
は
、
事
業
を
再
開

し
た
１
月
中
旬
か
ら
４
月
末
ま
で

の
実
績
、
食
糧
支
援
４
０
９
人
、

メ
ー
タ
ー
40
世
帯
を
基
に
、
食
糧

支
援
は
月
１
０
０
セ
ッ
ト
、
メ
ー

タ
ー
は
月
15
世
帯
分
の
返
送
費
用

を
見
込
み
、
７
月
か
ら
９
月
分
の

３
ヵ
月
分
を
予
算
計
上
し
た
。

菊
川
流
域
治
水
対
策
事
業
に

お
い
て
、
治
水
対
策
の
具
体
的
構

想
内
容
と
委
託
先
の
業
者
は
。
ま

た
、
実
施
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

今
回
の
黒
沢
川
・
棚
草
川
流

域
治
水
対
策
検
討
業
務
は
、
平
成

10
年
９
月
の
秋
雨
前
線
停
滞
及
び

令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号
の
豪

雨
と
同
程
度
の
雨
が
降
っ
た
際
に
、

黒
沢
川
・
棚
草
川
流
域
の
ど
こ
に
、

ど
の
程
度
の
規
模
の
貯
留
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

か
を
検
証
し
、
治
水
対
策
の
目
標

規
模
及
び
治
水
対
策
案
の
選
定
を

目
的
と
し
て
委
託
す
る
。

　

委
託
先
は
、
指
名
委
員
会
で
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
選
定
を
予

定
し
て
い
る
。
実
施
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
業
務
委
託
を
７
月

に
契
約
し
作
業
に
入
る
。
作
業
後
、

治
水
対
策
の
目
標
規
模
及
び
治
水

対
策
案
に
基
づ
き
事
業
費
を
算
出

し
、
早
期
の
事
業
着
手
に
向
け
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
し
て
い
く
。

前
回
の
水
道
料
金
軽
減
事
業

で
は
軽
減
に
気
づ
か
な
い
市
民
が

た
く
さ
ん
い
た
と
聞
い
た
が
、
市

民
へ
分
か
り
や
す
い
周
知
が
必
要

不
可
欠
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

今
回
の
周
知
方
法
は
。

前
回
は
、
広
報
等
に
周
知
を

掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
は
、

検
針
票
の
お
知
ら
せ
欄
に
減
免
の

案
内
を
す
る
と
と
も
に
、
広
報
菊

川
８
月
号
に
掲
載
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
茶
こ
ち
ゃ
ん
メ
ー
ル
等
も
活

用
し
市
民
に
周
知
を
し
て
い
く
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
プ
レ

ミ
ア
ム
率
を
60
％
か
ら
１
０
０
％

に
変
更
し
た
根
拠
と
商
品
券
利
用

開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

ま
た
、
購
入
見
込
世
帯
増
の
根
拠
は
。

　
国
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対

策
」
交
付
金
を
活
用
し
、
物
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
市

民
、
子
育
て
世
帯
や
事
業
者
に
広
く
支
援
す
る
た
め
の
補
正
予
算
第
４

号
で
す
。
そ
の
内
容
や
理
由
を
確
認
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
の
影
響
を
考
慮
し
、

各
メ
ー
カ
ー
か
ら
発
表
さ
れ
て
る

値
上
げ
率
が
10
％
か
ら
20
％
、ガ
ソ

リ
ン
は
約
30
％
な
ど
の
状
況
を
踏

ま
え
、利
用
可
能
額
を
25
％
拡
大
す

る
こ
と
で
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
１
０
０�

％
と
設
定
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
商
品
券
印
刷
や
事
業
者
の
募

集
な
ど
に
時
間
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
10
月
頃
か
ら
商
品
券
を
販
売

し
１
月
末
ま
で
を
利
用
期
間
と
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
度

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
で
利

用
し
な
か
っ
た
理
由
の
中
に「
も
っ

と
お
得
な
ら
買
う
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
、
今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率

拡
大
に
よ
り
お
得
と
感
じ
購
入
者

が
増
加
す
る
こ
と
を
想
定
し
購
入

見
込
率
を
増
や
し
た
。

審 査
ピックアップ
議　案
第33号

菊
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

自宅療養食料支援品
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住
み
や
す
い
ま
ち
を
一
緒
に
つ
く
る

人
を
増
や
す
た
め
、
本
市
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
関
係
人
口
を
拡
大
す
る
必

要
性
を
問
う
。

関
係
人
口
の
必
要
性
を
ど
の
様
に

捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
優
先
順
位
は
。

関
係
人
口
は
、
移
住
し
た
定
住
人

口
や
観
光
に
来
た
交
流
人
口
で
な
い
、

地
域
と
多
様
に
関
わ
る
人
々
を
指
す
、

国
と
同
様
の
位
置
づ
け
。
そ
れ
ぞ
れ
の

人
口
を
増
や
す
施
策
は
相
互
に
関
連
し

て
お
り
、
優
先
順
位
は
な
い
が
、
重
要

な
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
等
の
ス
タ
ッ
フ
確
保
や
、

後
継
者
育
成
へ
の
支
援
策
は
。

市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
で
人
材
育
成

や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
等
を
実
施
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
強
化
は
重
要

で
あ
り
、活
性
化
に
向
け
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
派
遣
や
交
流
会
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
し
て
い
く
。

本
市
に
関
わ
り
た
い
人
を
い
ち
早

く
取
り
込
む
考
え
や
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

労
働
力
・
後
継
者
不
足
の
改
善
を
図
る

考
え
は
。

関
係
人
口
創
出
・
拡
大
の
た
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
魅
力
発
信
や
市

民
活
動
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
本

市
と
関
わ
り
あ
る
人
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
る
た
め
、「
き
く
が
わ
応
援
団（
仮

称
）」
の
立
ち
上
げ
を
計
画
し
て
い
る
。

関
係
人
口
の
必
要
や
拡
大
施
策
を

市
の
計
画
に
盛
り
込
む
考
え
は
な
い
か
。

第
２
期
菊
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
事
業
が
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
次
期
総
合
計

画
策
定
時
に
位
置
づ
け
や
指
標
の
設
定

等
を
検
討
す
る
。

　
他
に
「
公
共
交
通
と
オ
ン
デ
マ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議会の映像配信をご覧いただくには

録画映像は
こちらから
ご覧になれます

生中継は
こちらから
ご覧になれます

菊川市議会 検索

まずは、菊川市ホームページ内
菊川市議会トップページへ

ここをクリック

一 般 質 問 
一般質問とは?
議員が地域住民に密着している事
項や市の施策について、状況確認
や今後の方針について説明を求め
るため質問を行います。また、市
への政策提言を行うこともありま
す。
質問議員：12名
※議員名の下の（　）は、所属する会派
または政党を示します。

本会議の生中継や録画映像をインターネットに
より配信していますので、ぜひご覧ください。
また、会議録はホームページ、市役所４階議会
図書室、菊川文庫、小笠図書館で閲覧できます。

関
係
人
口
拡
大
で
住
み
や
す
い
ま
ち
へ

小
林　
博
文
（
み
ど
り
21
）

総務省「関係人口ポータルサイト」より

（令和４年６月定例会の会議録は準備出来次第となります）
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社
会
基
本
法
第
２
条
に
よ
る
と
、
男

女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、社

会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利

益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

共
に
責
任
を
負
う
べ
き
社
会
」
と
謳
わ

れ
て
い
ま
す
。
菊
川
市
で
は
、
第
４
次

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
こ
の
考
え
方

を
基
本
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

事
業
所
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
市
役
所
の
取
り
組
み
は
。

市
役
所
で
は
、
出
産
や
育
児
の
際

に
利
用
で
き
る
休
暇
制
度
等
を
ま
と
め

た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
周
知
を

し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
は
出
産
に
と

も
な
う
離
職
は
な
く
、
男
性
職
員
の
育

児
休
業
取
得
率
も
伸
び
て
き
て
い
る
。

地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進
で
、
地
域
活
動
や
地
域
づ
く

り
の
プ
ロ
セ
ス
に
女
性
の
意
見
を
取
り

入
れ
反
映
で
き
る
体
制
の
構
築
、
特
に

自
治
会
へ
の
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施

策
は
。連

合
自
治
会
組
織
へ
の
女
性
の
起

用
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

す
る
。固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
や

性
差
に
関
す
る
固
定
観
念
、
無
意
識
の

思
い
込
み
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア

ス
）
を
な
く
す
た
め
の
事
業
は
。

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
、
性

教
育
を
小
学
校
や
中
学
校
の
保
健
の
授

業
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
思
春
期
に

お
け
る
性
意
識
の
変
化
と
性
に
関
す
る

適
切
な
態
度
や
行
動
の
選
択
な
ど
、
自

ら
考
え
判
断
す
る
意
思
決
定
の
力
を
育

ん
で
い
る
。

　
交
通
安
全
対
策
は
様
々
な
機
関
が
関

係
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
情
報
を
一

元
化
し
て
、最
適
な
対
策
・
対
応
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

仮
称
「
菊
川
市
通
学
路
危
険
個
所

マ
ッ
プ
」の
公
表
や「
要
対
策
箇
所
整
備

進
捗
リ
ス
ト
」
を
学
校
ご
と
で
活
用
で

き
て
い
る
か
な
ど
取
り
組
み
の
現
状
は
。

毎
年
度
実
施
し
て
い
る
交
通
安
全

対
策
検
討
会
の
結
果
に
基
づ
き
関
係
部

署
と
通
学
路
点
検
箇
所
の
公
表
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
先
進
地

事
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
各
学
校
で
は
リ
ス
ト
で
は
な
く
通
学

路
安
全
対
策
調
査
表
に
よ
り
自
治
会
長

や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
連
絡
す
る
こ
と

や
、
危
険
個
所
を
児
童
生
徒
に
直
接
指

導
す
る
た
め
に
活
用
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
の
情
報
で
は
、
交
通

事
故
死
者
数
全
体
の
約
半
分
が
歩
行
中

や
自
転
車
乗
用
中
で
、
さ
ら
に
そ
の
半

数
が
自
宅
か
ら
５
０
０
ｍ
以
内
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
自
動
車
の
速
度
が
時

速
30
㎞
以
下
の
場
合
、
死
亡
事
故
の
確

率
は
４
分
の
１
に
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
。
現
状
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
通
り

抜
け
が
行
わ
れ
る
危
険
な
生
活
道
路
が

あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
最
高
時
速
30
㎞

の
区
域
制
限
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
を

地
域
と
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。

通
り
抜
け
が
行
わ
れ
て
い
る
危
険

な
生
活
道
路
が
あ
る
場
合
は
、
自
治
会

か
ら
地
域
支
援
課
へ
情
報
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
地
域
と
市
、
交
通

規
制
を
行
う
警
察
で
現
状
を
確
認
し
な

が
ら
必
要
な
対
策
を
協
議
し
て
い
る
。

　
他
に
「
防
災
力
向
上
と
懸
念
事
項
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て

坪
井　
仲
治
（
み
ど
り
21
）

地
域
の
交
通
安
全
の
取
組
み

西
下　
敦
基
（
市
民
ネ
ッ
ト
）
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自
治
会
長
を
引
き
受
け
る
と
決
ま
り
、

仕
事
を
退
職
し
た
と
い
う
事
例
が
身
近

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を
菊
川
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
質
問
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
の
生
活
も
変

化
し
て
い
る
中
、
市
と
し
て
自
治
会
長

業
務
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
の
か
。

「
自
治
会
の
負
担
軽
減
」
を
テ
ー

マ
に
全
庁
的
に
取
り
組
み
、
自
治
会
へ

の
依
頼
事
項
の
洗
い
出
し
や
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。
連
合
自
治
会
と
も
引
き

続
き
協
議
し
、
本
年
度
中
に
は
自
治
会

の
負
担
軽
減
に
関
す
る
方
針
を
策
定
す

る
。

地
区
に
よ
っ
て
は
人
口
の
年
代
別

構
成
に
偏
り
が
生
じ
、
人
材
の
選
定
に

困
難
な
と
こ
ろ
も
出
て
い
る
。
今
後
、

自
治
会
長
の
選
定
制
度
の
在
り
方
や
調

整
も
不
可
欠
と
考
え
る
が
見
解
は
。

自
治
会
長
の
選
出
は
、
自
治
会
ご

と
に
規
約
等
に
お
い
て
選
出
方
法
を
定

め
て
お
り
、
自
治
会
長
の
選
出
制
度
の

　
空
き
家
に
よ
り
公
衆
衛
生
の
悪
化
な

ど
様
々
な
問
題
が
出
る
。
空
き
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
交

付
さ
れ
た
。
当
市
で
も
、
空
き
家
対
策

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
深
刻
な
の

が
「
農
地
付
き
空
き
家
」
だ
。
空
き
家

と
同
様
に
適
切
な
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。

住
宅
土
地
統
計
調
査
に
よ
る
「
そ

の
他
住
宅
９
９
０
戸
」
の
う
ち
、
農
地

付
き
空
き
家
数
は
。
建
築
物
・
農
地
の

実
情
と
課
題
は
。

農
地
付
き
住
宅
は
調
査
対
象
外
の

た
め
把
握
し
て
い
な
い
。
農
地
は
法
律

の
制
限
が
あ
り
簡
単
に
処
分
出
来
ず
荒

廃
農
地
化
が
課
題
で
あ
る
。

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
た
「
農
地

付
き
空
き
家
」
の
提
供
に
よ
り
、
移
住

希
望
者
を
呼
び
込
む
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
農
地
の
権
利
取
得
に
は
農
業
委

員
会
の
許
可
が
必
要
だ
が
、
空
き
家
に

付
随
す
る
農
地
に
「
別
段
の
面
積
」
を

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
農
地
バ
ン
ク

の
実
情
は
。

農
地
バ
ン
ク
の
活
用
は
重
要
で
あ

在
り
方
の
検
討
や
調
整
を
市
が
実
施
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
業
務
多

忙
を
理
由
と
し
た
自
治
会
長
の
な
り
手

不
足
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
自

治
会
の
負
担
軽
減
に
全
庁
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
の
意
見
や

要
望
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

自
治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
し

い
生
活
様
式
に
沿
っ
た
地
域
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
他
に
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
及
び
学
校
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

り
農
業
委
員
会
と
連
携
し
対
応
す
る
。

下
限
面
積
に
つ
い
て
も
農
業
委
員
会
で

検
討
し
て
い
く
。

当
市
で
は「
空
き
家
等
対
策
計
画
」

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
増
え
続

け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
農
地
付
き
空

き
家
対
策
の
実
効
制
を
高
め
る
た
め
の

条
例
制
定
は
。

空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
適
正
に
管
理
し

て
お
り
、
空
き
家
等
の
所
有
者
か
ら
の

相
談
に
は
助
言
や
指
導
も
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
条
例
制
定
の
必
要
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
他
に
「
民
間
活
力
の
活
用
と
住
民
周

知
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

自
治
会
長
の
業
務
の
あ
り
方

東　
和
子
（
み
ど
り
21
）

農
地
付
き
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

横
山　
隆
一
（
日
本
共
産
党
）

農地付き

空き家

･･･農地付き･･･
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令
和
４
年
４
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第

２
次
菊
川
市
総
合
計
画
第
６
次
実
行
計

画
」
で
は
、
菊
川
市
の
将
来
像
「
み
ど

り　
と
き
め
き　
た
し
か
な
未
来
菊
川

市
」
の
基
本
目
標
１
に
「
子
ど
も
が
い

き
い
き
育
つ
ま
ち
」
と
あ
る
。
い
つ
の

時
代
で
も
子
ど
も
は
未
来
の
宝
で
あ
る

が
、
核
家
族
化
や
高
齢
化
、
独
り
親
家

庭
の
増
加
と
い
っ
た
家
族
構
成
の
変
化

も
背
景
に
あ
り
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も

達
が
家
族
の
介
護
や
世
話
な
ど
日
常
的

に
行
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
菊
川
市
の

実
態
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

菊
川
市
の
現
状
把
握
や
課
題
認
識

を
把
握
す
る
た
め
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
実
態
調
査
は
行
っ
た
か
。

菊
川
市
独
自
で
の
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
静
岡
県
で
昨
年
度
末
に
県

内
の
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
を
対

象
に
実
態
調
査
を
行
い
、
調
査
結
果
を

６
月
に
公
表
し
た
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

は
家
庭
内
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問
題
で

あ
り
、
学
校
の
先
生
方
と
連
携
し
、
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
の
把
握
に
努
め
て

い
る
。

　

支
援
体
制
と
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

向
け
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
や
相

談
窓
口
の
設
置
は
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
向
け
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
配
置
し
て
い
な
い
が
、
社

会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
を
設
置

し
、
家
庭
や
学
校
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
い
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
社
会
的
認
知

度
の
向
上
へ
の
啓
発
体
制
は
。

子
ど
も
自
身
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

を
理
解
し
、
自
ら
気
づ
き
相
談
で
き
る

よ
う
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
等
、
関
係
機
関
と
広
く
連
携

し
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

菊
川
市
に
お
け
る
水
稲
の
作
付
け

状
況
は
ど
う
か
。

平
成
22
年
度
の
調
査
結
果
で
は
、

田
の
総
面
積
が
１
１
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
水
田
は
８
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
利
用

率
は
72
．
３
％
、
生
産
量
は
４
３
２
０

ト
ン
。
平
成
31
年
度
は
、
１
０
７
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
水
田
は
７
２
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
67
．
９
％
、
生
産
量
３
９
０
０
ト

ン
で
あ
り
、
利
用
率
、
生
産
量
と
も
に

減
少
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
向
け
た
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
は
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
か
ら
の
水
の
管
理
や
圃
場
に
カ
メ
ラ

を
設
置
し
、
作
物
の
生
育
状
況
や
異
常

を
把
握
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

さ
ら
に
労
力
を
減
ら
す
こ
と
の
で
き
る

取
り
組
み
を
普
及
・
推
進
し
て
い
く
。

水
田
を
利
用
し
た
複
合
経
営
や
裏

作
作
物
の
耕
作
状
況
は
ど
う
か
。

枝
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
レ
タ
ス

等
を
栽
培
し
て
い
る
。
冬
物
レ
タ
ス
の

栽
培
は
、
農
業
者
・
法
人
を
合
わ
せ
て

平
成
30
年
産
で
１
０
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

令
和
２
年
産
に
お
い
て
は
１
３
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
生
産
量
３
９
６
０
ト
ン
と
増

加
し
て
い
る
。

複
合
経
営
や
裏
作
経
営
に
必
要
な

水
田
の
排
水
性
向
上
の
促
進
は
。

池
村
地
区
で
地
下
水
位
を
制
御
で

き
る
暗
渠
排
水
フ
ォ
ア
ス
を
県
下
で
初

め
て
導
入
し
た
実
績
が
あ
る
。
本
年
度

か
ら
着
手
す
る
川
西
地
区
で
は
、
暗
渠

排
水
や
用
水
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
を
予

定
し
て
お
り
、
他
地
区
で
も
実
施
に
向

け
て
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

菊
川
市
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
状
況

織
部　
ひ
と
み
（
み
ど
り
21
）

乾電池を電源としたパイプラインからの自動給水

水
田
の
有
効
利
用
に
向
け
て

山
下　
修
（
み
ど
り
21
）
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「
み
ど
り
の
食
料
戦
略
」で
は
化
学

農
薬
50
％
低
減
、
化
学
肥
料
30
％
低
減
、

有
機
農
業
割
合
を
25
％
に
拡
大
と
実
現

性
に
乏
し
く
特
に
有
機
農
業
を
25
％
に

拡
大
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
菊
川
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
臨
む
の
か
。

大
変
厳
し
い
目
標
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
農
業
に
携
わ
る
全
て
の

人
々
に
戦
略
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
目

標
達
成
に
向
け
て
農
業
者
の
意
見
等
を

聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

菊
川
市
特
産
作
物
を
選
定
中
で
あ

る
が
、
こ
の
特
産
作
物
を
菊
川
農
業
振

興
の
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
、
活
用
し

て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

試
験
栽
培
の
結
果
を
踏
ま
え
、
昨

年
度
か
ら
地
域
特
産
作
物
の
見
直
し
を

行
い
、
地
域
農
業
者
や
Ｊ
Ａ
の
意
見
を

聞
き
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
新

規
就
農
や
複
合
経
営
等
に
ど
の
よ
う
な

作
物
が
適
し
て
い
る
か
検
討
し
て
い
る
。

菊
川
市
は
、
茶
産
地
で
あ
る
牧
之

原
台
地
や
水
田
が
広
が
る
南
部
地
域
、

比
較
的
気
温
が
低
い
北
部
地
域
、
そ
れ

ぞ
れ
適
し
た
農
産
物
が
あ
り
、
有
効
的

に
検
討
す
れ
ば
、
効
率
よ
い
農
業
地
域

と
し
て
発
展
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

農
業
の
喫
緊
の
課
題
は
、
地
域
農

業
を
支
え
る
担
い
手
不
足
で
あ
り
、
農

業
の
効
率
化
・
省
力
化
に
つ
な
が
る
農

地
の
集
積
・
集
約
へ
の
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
る
た
め
推
進
し
て
お
り
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
は
、地
域
に

適
し
た
農
作
物
が
栽
培
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ

ク
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
茶

業
へ
の
影
響
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　
活
動
の
多
様
化
で
市
民
活
動
と
営
業

活
動
の
線
引
き
が
難
し
い
今
、
公
共
空

間
は
利
用
の
幅
を
広
げ
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
。
行
政
は
市
民
が
自
ら

行
う
に
ぎ
わ
い
活
動
の
支
援
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

施
設
に
よ
り
担
当
課
が
違
う
が
、

各
課
営
利
目
的
等
に
よ
る
使
用
許
可
判

断
を
行
う
の
は
誰
か
。
ま
た
、
庁
内
で

統
一
し
た
見
解
が
あ
る
か
。

条
例
等
に
則
り
個
別
具
体
の
案
件

に
即
し
必
要
に
応
じ
課
長
判
断
し
て
い

る
。
で
き
る
限
り
利
用
の
幅
を
広
げ
有

効
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
内
規
を
整
理
し
早
い
段
階
で
返

事
が
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。

市
民
協
働
を
実
践
す
る
際
の
職
員

意
識
の
醸
成
は
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
庁
内

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
、
市
民

協
働
基
礎
講
座
等
を
行
い
課
内
で
共
有

し
職
員
意
識
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

駅
前
広
場
も
整
備
さ
れ
る
が
、
自

由
な
発
想
で
行
っ
て
み
た
い
、
や
っ
て

み
た
い
公
園
活
用
の
方
向
性
は
。

今
後
は
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
持
つ
多
機
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出

す
こ
と
を
重
視
す
る
ス
テ
ー
ジ
に
移
行

す
べ
き
、
公
園
の
持
つ
個
性
や
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
生
か
し
地
域
の
財
産
と
な
る

公
園
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
市
民

自
ら
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
た
な
公

園
活
用
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
一
つ

の
手
段
で
あ
る
の
で
、
利
用
に
つ
い
て

は
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

　
他
に
「
電
子
図
書
館
導
入
」、「
街
路

樹
の
美
し
い
街
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

菊
川
市
の
農
業
の
課
題渡

辺　
修
（
み
ど
り
21
）

公
共
屋
外
エ
リ
ア
で
の
市
民
活
動
支
援

倉
部　
光
世
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

おがさセントラルパーク

お茶の収穫
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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
り
故
郷
、
ふ
る
さ
と
に
帰
る
こ
と
が

で
き
な
い
住
民
の
方
も
お
り
、
原
発
事

故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る

た
め
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
隣
接
す

る
市
と
し
て
国
や
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
に
お
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
安

全
対
策
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
。

電
源
構
成
比
に
お
け
る
原
発
の
望

ま
し
い
比
率
は
。

安
全
性
の
確
保
や
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
、
環
境
へ
の
影
響
、
経
済
性

等
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
す
べ
き
問
題

で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
策
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
が
国
民
の
理
解
を

得
る
中
で
判
断
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

掛
川
市
に
は
、
掛
川
市
自
治
基
本

条
例
と
常
設
型
住
民
投
票
制
度
が
あ
り
、

菊
川
市
に
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

だ
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
事
業
決
定
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
市
の
重
要
な
計
画

の
策
定
や
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
外
部
委
員
に
よ
る
審
議

会
等
の
開
催
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
関

係
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
計
画
・
事

業
ご
と
に
手
法
を
検
討
し
た
上
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
頂
く
機
会
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で

は
自
治
基
本
条
例
や
住
民
投
票
制
度
を

制
定
す
る
計
画
は
な
い
。

　
他
に
「
掛
川
市
・
菊
川
市
新
廃
棄
物

処
理
施
設
整
備
検
討
委
員
会
問
題
」
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

菊
川
市
に
は
豊
か
な
農
業
資
源
や

歴
史
、
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
自
然

環
境
や
歴
史
、
文
化
を
生
か
し
た
観
光

業
の
展
望
は
。

多
様
化
し
て
い
る
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
個
々
の
観
光
資
源
を
磨

き
上
げ
、テ
ー
マ
ご
と
に
観
光
エ
リ
ア
と

し
て
連
携
さ
せ
て
集
客
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。先
日
採
択
さ
れ
た
観
光
庁
の
補

助
事
業
を
活
用
し
た
深
蒸
し
菊
川
茶
産

地
ツ
ア
ー
造
成
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

茶
の
海
外
輸
出
額
は
、
米
、
独
に

続
い
て
台
湾
が
第
３
位
。
姉
妹
都
市
提

携
に
つ
い
て
現
状
は
。

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
安
心
し
て
交
流

で
き
る
時
期
が
来
た
ら
、
茶
業
関
係
者

と
協
力
し
な
が
ら
、手
も
み
体
験
な
ど
の

茶
交
流
事
業
か
ら
再
開
し
て
い
き
た
い
。

有
機
栽
培
の
推
進
に
つ
い
て
考
え
は
。

国
が
輸
出
、
有
機
栽
培
に
つ
い
て

大
き
な
目
標
値
を
立
て
て
い
る
。
市
内

茶
商
か
ら
も
行
政
、
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
に

有
機
栽
培
へ
の
転
換
を
求
め
る
よ
う
な

動
き
が
少
し
あ
る
。
有
機
栽
培
に
は
現

場
の
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
新
た
な
茶

業
振
興
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
協
議

会
の
立
ち
上
げ
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

18
歳
か
ら
29
歳
の
若
者
の
緑
茶
需

要
が
26
％
増
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
と
同
時
に
、
物
語
と
併
せ

た
菊
川
茶
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
て
頂
き

た
い
が
考
え
は
。

飲
食
店
に
、
菊
川
茶
を
使
用
し
た

ド
リ
ン
ク
開
発
の
プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
。

そ
の
中
で
、美
味
し
い
だ
け
で
な
く
菊
川

茶
の
歴
史
、生
産
者
の
思
い
と
い
っ
た
ス

ト
ー
リ
ー
を
発
信
す
る
こ
と
で
、素
敵
な

商
品
が
生
ま
れ
る
と
い
う
話
を
頂
い
た
。

「
茶
畑
の
中
心
で
愛
を
叫
ぶ
」事
業

と
連
携
し
、
愛
を
込
め
た
手
も
み
茶
を

作
る
と
い
っ
た
体
験
型
観
光
と
の
連
携

は
ど
う
か
。

実
施
に
向
け
て
検
討
を
始
め
た
い
。

茶
業
振
興
を
主
眼
に
お
い
た
観
光
Ｐ
Ｒ

須
藤　
有
紀
（
み
ど
り
21
）

浜
岡
原
発
再
稼
働
の
考
え
を
問
う

織
部　
光
男
（
無
所
属
）

茶畑の中心で愛を叫ぶ事業
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今
回
は
教
職
員
の
負
担
を
軽
減
し
つ

つ
も
、
地
域
連
携
と
い
う
手
段
に
よ
っ

て
、
部
活
動
の
持
続
可
能
で
充
実
し
た

環
境
を
整
備
す
べ
き
と
い
う
立
場
で
質

問
し
た
。

菊
川
市
の
部
活
動
の
現
状
と
課
題

は
。

こ
こ
数
年
、
部
活
数
の
削
減
は
な

い
が
、
団
体
戦
を
有
す
る
種
目
が
個
人

戦
の
み
の
参
加
と
な
っ
た
り
、単
独
チ
ー

ム
が
編
成
で
き
ず
合
同
チ
ー
ム
で
参
加

す
る
事
が
あ
っ
た
。
生
徒
数
や
教
員
数

の
減
少
に
伴
う
部
活
動
の
維
持
や
、
指

導
経
験
が
な
い
教
員
の
指
導
負
担
等
に

課
題
が
あ
る
。

部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
と
課
題
、

今
後
の
方
針
は
。

地
域
の
受
皿
、
指
導
者
の
質
・
量

の
確
保
、
施
設
の
確
保
、
大
会
の
在
り

方
、
会
費
や
保
険
の
在
り
方
等
、
様
々

な
課
題
が
あ
る
。
関
係
部
署
が
チ
ー
ム

と
な
り
、
学
校
・
地
域
の
実
態
把
握
や

今
後
の
部
活
動
の
方
向
性
、
休
日
の
部

活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
推
進
計
画

を
今
年
度
策
定
し
、
段
階
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

課
題
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
今
か
ら

一
歩
ず
つ
部
活
動
の
地
域
連
携
を
前
進

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
生
徒

を
中
心
に
、
確
実
な
前
進
を
お
願
い
す

る
が
、
そ
の
方
針
は
。

休
日
の
段
階
的
な
地
域
移
行
に
向

け
て
、
関
係
部
署
や
関
係
機
関
と
連
携
、

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
着
実

に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
他
に
「
不
登
校
対
応
」、「
新
し
い
公

共
交
通
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

令和３年度政務活動費収支報告
� （単位：円）

会派名

項　目
みどり21 市民ネット 織部光男議員 横山隆一議員 合　計

収　
入

交付額 1,300,000 200,000 100,000 100,000 1,700,000

雑収入 7 0 0 0 7

計 1,300,007 200,000 100,000 100,000 1,700,007

支　
　
　
　
　
出

調査研究費 0 0 0 0 0

研修費 50,000 106,880 92,185 0 249,065

広報費 115,792 93,078 0 100,000 308,870

広聴費 0 0 0 0 0

要請陳情活動費 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0 0

資料作成費 0 0 0 0 0

資料購入費 240,000 0 0 0 240,000

人件費 0 0 0 0 0

事務所費 0 0 0 0 0

その他の経費 1,100 0 0 0 1,100

合計 406,892 199,958 92,185 100,000 799,035

残　余　金 893,115 42 7,815 0 900,972

※　残余金については、市に返還済です。

令
和
３
年
度
の
交
付
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
み
ど
り
21�

１
３
０
万
円

・
市
民
ネ
ッ
ト�

20
万
円

・
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員
（
２
人
）

�

各
10
万
円

 

「
政
務
活
動
費
」
と
は
…

　
議
員
が
行
う
調
査
や
研
究
、
そ
の

他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経

費
の
一
部
を
交
付
す
る
も
の
で
、
菊

川
市
で
は
議
員
１
人
当
た
り
年
額

10
万
円
を
限
度
に
、
会
派
及
び
会
派

に
所
属
し
て
い
な
い
議
員
へ
申
請
に

基
づ
き
交
付
し
て
い
ま
す
。

政
務
活
動
費
収
支
報
告

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

渥
美　
嘉
樹
（
み
ど
り
21
）
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議
会
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

�

「
語
ら
座
ぁ
」　
　

　
主
な
報
告
内
容

　
・
市
議
会
の
活
動
報
告

　
・
総
務
建
設
委
員
会

　
　
「
菊
川
駅
整
備
計
画
」

　
・
教
育
福
祉
委
員
会

　
　
「
保
育
・
教
育
事
業
他
」

　
・
意
見
交
換

　
参
加
者
か
ら
は
、「
高
齢
者
向
け

の
内
容
が
多
い
た
め
、
子
育
て
世
帯

に
関
す
る
課
題
や
状
況
に
注
力
し
た

ら
、
生
産
世
代
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
の
で
は
な
い
か
」、「
行
政
提

案
の
対
策
で
は
当
た
り
障
り
の
な
い

も
の
ば
か
り
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

議
員
提
案
の
条
例
を
た
く
さ
ん
作
り
、

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ほ

し
い
」
と
の
提
案
や
「
初
め
て
参
加

し
た
の
で
、
今
度
参
加
す
る
と
き
は

あ
ら
か
じ
め
質
問
や
意
見
等
を
ま
と

め
て
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
菊
川
市
議
会
で
は
、「
見
え
る
議
会
・

開
か
れ
た
議
会
」
を
め
ざ
し
て
議
会

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
内
11
地
区
ご
と
に
各
地
区
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
し
て
開
催
し
、
最
後

に
全
体
会
を
６
月
25
日
の
土
曜
日
に

「
プ
ラ
ザ
き
く
る
」
で
行
い
ま
し
た
。

各
会
場
と
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

に
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

議
会
報
告
会

　
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会

の
活
動
状
況
を
報
告
し
、
議
案
の
審

議
内
容
や
結
果
を
知
っ
て
も
ら
い
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
議
会
活
動
に
対

す
る
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
く

た
め
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
意
見
等
を
い
た
だ
く
こ
と
で
議
会

活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
今
後
の
よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
政
に
限
ら
ず
、
議
員
と
市
民
の

皆
さ
ま
が
自
由
に
情
報
交
換
や
意
見

交
換
す
る
場
と
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
と
の
意
見
交

換
で
は
、
付
箋
を
使
い
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
疑
問

や
要
望
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

未
来
予
想
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
、

意
見
の
共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
提
言
等

は
、
集
計
・
分
析
を
行
い
、
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
議
会
活
動
に
活

か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
報
告
内
容
の
動
画
は
市
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

市議会 © 菊川市 

各ページのＱＲコードで、関連のホームページがご覧になれます。 

1 /19 静岡県　菊川市議会　　　　　

議会報告会
YouTube動画
配信はこちら
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≪皆さまの声をお聴かせください≫
 「議会のひろば」を読んだ感想や意見をお寄せください。
もれなく菊川市議会特製“きくのんクリアファイル”を
プレゼント！！
●メール　gikai@city.kikugawa.shizuoka.jp
●ＦＡＸ　（0537）35－2116
●郵送先　〒439－8650 静岡県菊川市堀之内61番地
　※議会への要望や意見なども受け付けています。

　普段のんびりと暮らし
ているのも議員の方々や

消防隊の方々のおかげだなと感じました。
　「ＤＸの推進は市民が使いやすいオンライン申
請や最新デジタル技術の活用について研究して
いく」という文がありました。
　働いていると、有休を取らないと行けないの
で、平日に市役所に行くのも大変です。オンラ
イン申請が進んでくれることを願っております。

　議員質問や市長の答弁など
については慣れているためか、

多少ゆっくり話してくれるので理解しやすい
のですが、副市長をはじめ担当部課長の答弁
は、一般的に早口で年輩の者には、なかなか
聞き取りづらい。
　こちらも耳が遠い傾向にあるので、仕方あ
りませんが、傍聴者にも聴きとれるようお願
いしたいと思っています。

傍聴者より

　
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
が
発
表
し
た
「
議
会
改
革
度
調
査

２
０
２
１
」
に
お
い
て
、
菊
川
市
議

会
は
全
国
総
合
50
位
（
前
年
度
75

位
）、
静
岡
県
内
１
位
（
前
年
度
２

位
）
と
過
去
最
高
の
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

　
菊
川
市
議
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推

進
や
議
会
改
革
推
進
の
た
め
委
員
会

設
置
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
も
含
め
て
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

議
会
改
革
度
調
査
と
は

　
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
が
、
全
国
の
地
方
議
会
に
対

し
、
前
年
１
年
間
の
議
会
活
動
の

取
り
組
み
な
ど
を
調
査
し
、
数
値

化
す
る
事
で
ラ
ン
ク
付
け
し
公
表

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
回
答

数
１
３
５
５
議
会
（
回
答
率
75
・

８
％
）
で
し
た
。

　
調
査
の
観
点
は
、
議
会
が
果
た

す
べ
き
役
割
と
し
て
３
つ
の
柱
を

あ
げ
、
改
革
度
合
を
数
値
化
し
、

ラ
ン
キ
ン
グ
化
し
て
い
ま
す
。

【
調
査
の
観
点
】

・�

情
報
共
有
（
本
会
議
な
ど
の
議

事
録
や
交
際
費
視
察
結
果
の
公

開
具
合
と
検
証
）

・�

住
民
参
画
（
傍
聴
の
し
や
す
さ
、

議
会
報
告
会
な
ど
の
実
施
、
住

民
意
見
の
徴
収
）

・�

議
会
機
能
強
化
（
議
会
本
来
の

権
限
・
能
力
を
発
揮
す
る
た
め

の
機
能
強
化
状
況
）

　
今
後
も
よ
り
良
い
議
会
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

皆さまの声より

メール送信はこちらの
ＱＲコードを読み取る
と便利です

議
会
改
革
度
調
査
２
０
２
１
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きかせてママの声
菊川市に住むお母さんに
聞きました。

表紙の写真

　私は、生まれも育ちも結婚した今も菊川市に住んでい
ます。市内には両親や祖父母もおり、近くには公園や図
書館もあり子育てしやすい環境に感謝です。
　先日、平川会館で昆虫展がありたくさんのカブトムシ
に子ども達は大喜びでした。ぜひ来年もよろしくお願い
します。
� 池田有希子�さん�　　

Ｖｏｌ.2６

編集後記
　稲の穂も伸び、緑が美しい季節となってきました。そんな
今の時期、是非見て頂きたいのが『田んぼアート』。今回、
特集にもご協力頂きました。色、品種の違う稲の組み合わせ
で描かれる絵は、「見事！」の一言。風に稲穂がそよぎ、絵柄
がさざめく様は、写真では見られない息遣いを見せてくれま
す。夏季限定の大自然絵画。ぜひ櫓に上ってご鑑賞ください！
　末筆ながら改めてインタビューにご協力くださった皆様に
感謝申し上げます。ありがとうございました。
　　� （編集委員　須藤　有紀）

　９月定例会の予定��（各日とも午前９時～）
８月

31日（水） 議案の提案説明

９月
１日（木） 議案の提案説明

7日（水）
一般質問

８日（木）

12日（月） 質疑・討論・採決・委員会付託

29日（木） 委員長報告・質疑・討論・採決

30日（金） 予備日
※予定が変更になる場合がありますので、
　事前に議会事務局（35-0941）へご確認ください。

11月発行予定です。
（年４回発行）
� お楽しみに！

次回の議会のひろばは

撮影地：�菊川市下内田�
田んぼアート会場

【無料】地域住民と自治体をつなぐアプリ「マチイロ」
菊川市議会だより「議会のひろば」も登録しています！

菊川市の風景を紹介していきます。

田んぼアート菊川2022
「虎のコロナ退治
 お米を抱いた虎くん」
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本会議・委員会を傍聴でき
ます。開催日に議会事務局
へお越しください。

傍　聴

特定のことについて、議会
などに実情を訴え、適切な
措置を要請できます。

陳情・請願

委員会審査案件の審査経緯、
結果などについて、説明会
の開催を要求できます。

市民説明会

あなたもできるこんなこと！

請
願
書

●
議会だより編集委員会　委員長：西下�敦基　副委員長：織部ひとみ　委員：須藤�有紀、渡辺�修、小林�博文、山下�修
●
編
集
発
行
　
菊
川
市
議
会
　
菊
川
市
堀
之
内
61番
地
　
TEL 0537（

35）0941　
FAX 0537（

35）2116
●
菊
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.kikugaw

a.shizuoka.jp/

処分するときは雑がみとして

リサイクルを！

© 菊川市


